
⑦燃料電池バス導入促進事業

国の実証事業の一環としての県内における

燃料電池大型トラックの運用（リース費用）を支援します。

国の実証事業の一環としての県内における燃料電池小型トラックの

運用（リース費用）を支援します。

県内における燃料電池自動車の導入費用を支援します。

県内における水素ステーションの運営費用を支援します。

国の実証事業の一環としての県内における燃料電池小型トラックの運用（リース費用）を支援します。

水素は、利用時にCO2を出さないクリーンなエネルギー。
カーボンニュートラルを目指す上で、とても注目されています。

福島県では、水素を日常生活や産業部門で利活用する「水素社会」の実現のため
水素の普及拡大に向けた様々な取組を支援しています。

みなさんも、クリーンな未来づくりに一緒に取り組んでみませんか？

県内における燃料電池小型トラックの導入費用を支援します。

各補助制度の詳細は裏面をご覧ください。

福島県からのお知らせ

⑥燃料電池大型トラック社会実装支援事業

水素普及に向けた取組を支援します！ 

県内における商用水素ステーションの整備費用を支援します。

本宮インターチェンジ水素ステーション
出典：日本エア・リキード（同）

出典：日野自動車（株）

令和８年度 エネルギー課 水素関連補助事業 

①水素ステーション整備拡大事業

②水素需要創出活動支援事業

③水素利活用スタートアップ支援事業

出典：CJPT（株）

④燃料電池小型トラック運用支援事業

⑤燃料電池小型トラック導入促進事業

県内における燃料電池バスの導入費用を支援します。

県内における純水素燃料電池の導入費用を支援します。

⑨純水素燃料電池導入促進事業

出典：（株）トヨタ自動車

⑧燃料電池自動車導入促進事業



福島県企画調整部エネルギー課

Tel：024-521-8187（直通）

★水素ステーションに対する補助

補助事業名
主な

補助対象者 補助対象経費 補助率等

①水素ステーション
整備拡大事業

民間法人
水素ステーション整備に係る設計費、
設備機器費、 工事費、 諸経費

【補助率】
4分の1以内

【補助上限額】
大規模 1.5億円
中規模 1.0億円など

② 水素需要創出活動
    支援事業

民間法人 水素ステーションの運営に要する経費

【補助率】
定額

※コスト-収入を上回らない額

【補助上限額】
大規模 1,000万円
 中規模 500万円
移動式 500万円 など
※24ｈ/365日営業のSTは、

一箇所当たり２５０万円を加算

★燃料電池小型トラックのリース費用に対する補助

③水素利活用
スタートアップ支援事業

(燃料電池小型トラック運用事業)

県内民間法人

県内を拠点として運用される燃料電池小型
トラックのリース費用の３分の１から、同等
仕様であるディーゼルトラックのリース費用
相当額を引いた額

【補助率】
4分の1

④燃料電池小型トラック
運用支援事業

市町村
県外民間法人

県内を拠点として運用される燃料電池小型
トラックのリース費用の３分の１から、同等
仕様であるディーゼルトラックのリース費用
相当額を引いた額

【補助率】
4分の1

★燃料電池小型トラックの購入費用に対する補助

⑤燃料電池小型トラック
導入促進事業

市町村
民間法人

県内を拠点として運用される
燃料電池小型トラックを導入（購入）
する際の車両本体価格

【補助率】
定額

※補助対象経費から国の補助金
と同等仕様であるディーゼルトラッ
クの車両本体価格等を引いた額

【補助率】
1,000万円

★燃料電池大型トラックのリース費用に対する補助

⑥燃料電池大型トラック
社会実装支援事業

民間法人

県内を拠点として運用される燃料電池大型
トラックのリース費用の３分の１から、同等
仕様であるディーゼルトラックのリース費用
相当額を引いた額

【補助率】
4分の1

★燃料電池バスに対する補助

⑦燃料電池バス導入促進事業 旅客自動車
運送事業者

★燃料電池自動車の購入に対する補助

⑧燃料電池自動車導入
促進事業

県民（個人）
県内法人

★燃料電池の導入に対する補助

⑨純水素燃料電池導入
促進事業

市町村
民間法人

県内への純水素燃料電池の導入に係る機器
費、設計・工事費

【補助額】
２分の１
【補助上限額】

1億円

問い合わせ先

福島県エネルギー課 検索

※グリーンイノベーション基金事業の一環で
運用される車両に対する補助

※グリーンイノベーション基金事業の一環で
運用される車両に対する補助

詳細検討中
今後公募開始予定

今後公募開始予定

詳細検討中

詳細は
こちらまで
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